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◎ どのような研究をしていて、どんなことに役立つのか？ 

絶滅の危機に瀕している生物、いわゆる絶滅

危惧種の保全をする際には、遺伝的多様性や地

域の遺伝的固有性などといった遺伝情報にも配

慮して実施する必要があります。私は、特に近

年環境悪化の著しい草地や湿地などの生態系に

生育する絶滅危惧種の保全遺伝学的研究を進め

ています。 

さらに、博物館に収蔵されている生物標本は、その生

物が生きていたころの情報を持っている、いわばタイム

カプセルです。標本の遺伝解析から過去の情報を復元す

ることにより、絶滅危惧種がいつ？なぜ？どの程度？減

少したかを知ることも可能です。保全遺伝学的研究にこ

うした標本を活用することで、標本が持つ価値の再評

価、また効果的な保全手法の開発をしています。 
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◎学生に向けて一言 

生物多様性の理解という基礎科学から実践的な保全手法といった応用科学

まで、ご自身の興味関心に沿ってテーマを設定することができます。生物が

大好きな方、興味のある方の進学を心からお待ちしています。まずはお気軽

にご連絡ください。 
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